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簡易版用

												2034年漁期に資源量が目標管理基準値案Bmsy（3.0千トン*）を上回る確率 ギョキ シゲン モクヒョウ カンリ アン セン

												2034年漁期に資源量が限界管理基準値案Bmin（2.5千トン*）を上回る確率 ギョキ シゲン ゲンカイ アン セン

		β		2022		2023		2024		2025		2026		2027		2028		2029		2030		2031		2032		2033		2034

		1.0		5.7		6.2		6.3		3.3		3.0		2.6		2.7		2.7		2.9		2.9		3.0		3.0		3.0		73%		58%

		0.9		5.7		6.2		6.3		3.6		3.3		3.0		3.0		3.0		3.1		3.2		3.2		3.3		3.3		84%		67%

		0.8		5.7		6.2		6.3		4.0		3.6		3.4		3.4		3.4		3.5		3.5		3.6		3.6		3.6		92%		81%

		0.7		5.7		6.2		6.3		4.4		4.1		3.8		3.9		3.9		3.9		3.9		4.0		4.0		4.0		97%		91%

		0.6		5.7		6.2		6.3		4.8		4.5		4.4		4.4		4.4		4.4		4.4		4.5		4.5		4.5		100%		98%

		0.5		5.7		6.2		6.3		5.3		5.1		5.0		5.0		5.0		5.0		5.0		5.0		5.0		5.0		100%		100%

		現状の漁獲圧 ゲンジョウ ギョカクアツ		5.7		6.2		6.3		6.3		6.3		6.3		6.3		6.3		6.3		6.3		6.3		6.4		6.4		100%		100%



		β		2022		2023		2024		2025		2026		2027		2028		2029		2030		2031		2032		2033		2034

		1.0		1.6		1.7		5.8		3.1		3.1		2.6		2.7		2.6		2.7		2.7		2.8		2.7		2.7

		0.9		1.6		1.7		5.2		3.0		3.0		2.7		2.7		2.7		2.7		2.7		2.7		2.7		2.7

		0.8		1.6		1.7		4.6		3.0		2.9		2.7		2.7		2.6		2.7		2.7		2.7		2.7		2.7

		0.7		1.6		1.7		4.1		2.8		2.8		2.6		2.6		2.6		2.6		2.6		2.6		2.6		2.6

		0.6		1.6		1.7		3.5		2.7		2.6		2.5		2.5		2.5		2.5		2.5		2.5		2.5		2.5

		0.5		1.6		1.7		2.9		2.4		2.4		2.3		2.3		2.3		2.3		2.3		2.3		2.3		2.3

		現状の漁獲圧 ゲンジョウ ギョカクアツ		1.6		1.7		1.8		1.8		1.8		1.8		1.8		1.8		1.8		1.8		1.8		1.8		1.8











Sheet1

		β		10年後の目標達成確率 ネンゴ モクヒョウ タッセイ カクリツ				予測資源量の中央値
（千トン） ヨソク シゲンリョウ チュウオウチ セン				予測漁獲量の中央値
（千トン） ヨソク ギョカクリョウ チュウオウチ セン						資源量が水準を下回るリスク
（10年間に1度でも起きる確率） シゲンリョウ スイジュン シタマワ ネンカン ド オ カクリツ

				資源量が目標管理基準値案を上回る シゲンリョウ モクヒョウ カンリ キジュンチ アン ウワマワ		資源量が限界管理基準値案を上回る シゲンリョウ ゲンカイ カンリ キジュンチアン ウワマワ		5年後 ネンゴ		10年後 ネンゴ		1年目 ネンメ		2～5年目
平均 ネンメ ヘイキン		6～10年目
平均 ネンメ ヘイキン		B0.1msy		B0.2msy		B0.6msy		B0.7msy		B0.8msy		B0.9msy		Bmin

								2028年
漁期 ネン ギョキ		2033年
漁期 ネン ギョキ		2023年
漁期 ネン ギョキ		2024～2027年
漁期 ネン ギョキ		2028～2032年
漁期 ネン ギョキ

		1.0		56%		75%		2.7		3.1		5.6		2.9		2.7		0%		0%		6%		12%		19%		30%		66%

		0.9		68%		85%		3.1		3.3		5.0		2.8		2.7		0%		0%		4%		7%		11%		17%		44%

		0.8		81%		93%		3.5		3.7		4.5		2.8		2.7		0%		0%		2%		3%		4%		7%		21%

		0.7		91%		98%		4.0		4.1		3.9		2.7		2.6		0%		0%		0%		1%		1%		2%		6%

		0.6		98%		100%		4.5		4.6		3.4		2.5		2.5		0%		0%		0%		0%		0%		0%		1%

		0.5		100%		100%		5.1		5.1		2.8		2.4		2.3		0%		0%		0%		0%		0%		0%		0%



				56				2732.5776482874		3059.4543260154		5607.5999612438		2855.3035062368		2710.1544085808

				68				3091.1438786633		3334.1149028016		5046.8399651195		2834.438988706		2692.9992164727

				81				3514.1526346303		3655.9908903673		4486.0799689951		2781.4441173416		2660.6450431159

				91				4009.6369666249		4069.8316649735		3925.3199728707		2689.3195063271		2593.2949282729

				98				4529.25890561		4563.4894385418		3364.5599767463		2549.9771931909		2478.4803986603

				100				5093.628198196		5102.6753650636		2803.7999806219		2353.9069303012		2309.2053544739

		β		10年後の目標達成確率 ネンゴ モクヒョウ タッセイ カクリツ				中長期的な予測漁獲量の中央値
（千トン） チュウチョウキ テキ ヨソク ギョカクリョウ チュウオウチ セン		資源量が水準を下回るリスク
（10年間に1度でも起きる確率） シゲンリョウ スイジュン シタマワ ネンカン ド オ カクリツ

				資源量が目標管理基準値案を上回る シゲンリョウ モクヒョウ カンリ キジュンチ アン ウワマワ		資源量が限界管理基準値案を上回る シゲンリョウ ゲンカイ カンリ キジュンチアン ウワマワ		2028～2032年
漁期 ネン ギョキ		B0.1msy		Bmin

		1.0		56%		75%		2.7		0%		66%

		0.9		68%		85%		2.7		0%		44%

		0.8		81%		93%		2.7		0%		21%

		0.7		91%		98%		2.6		0%		6%

		0.6		98%		100%		2.5		0%		1%

		0.5		100%		100%		2.3		0%		0%





Sheet2

		β		10年後の目標達成確率 ネンゴ モクヒョウ タッセイ カクリツ				10年間に一度でも資源量が下記の水準を下回るリスク確率 ネンカン イチド シゲンリョウ カキ スイジュン シタマワ カクリツ				中長期的な予測漁獲量の中央値 チュウチョウキ テキ ヨソク ギョカクリョウ チュウオウチ

				資源量が目標管理基準値案を上回る シゲンリョウ モクヒョウ カンリ キジュンチ アン ウワマワ		資源量が限界管理基準値案を上回る シゲンリョウ ゲンカイ カンリ キジュンチアン ウワマワ		限界管理基準値案（Bmin） ゲンカイ カンリ キジュンチアン		B0.1msy		2028～2032年
漁期平均 ネン ギョキ ヘイキン

		1.0		56%		75%		66%		0%		2.7千トン セン

		0.9		68%		85%		44%		0%		2.7千トン セン

		0.8		81%		93%		21%		0%		2.7千トン セン

		0.7		91%		98%		6%		0%		2.6千トン セン

		0.6		98%		100%		1%		0%		2.5千トン

		0.5		100%		100%		0%		0%		2.3千トン

		推奨 スイショウ		50%以上 イジョウ		90%以上 イジョウ		30%未満 ミマン		―		―
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簡易版用

														2034年漁期に資源量が目標管理基準値案Bmsy（3.0千トン）を上回る確率 ギョキ シゲン モクヒョウ カンリ アン セン

														2034年漁期に資源量が限界管理基準値案Bmin（2.5千トン）を上回る確率 ギョキ シゲン ゲンカイ アン セン

		β		2022		2023		2024		2025		2026		2027		2028		2029		2030		2031		2032		2033		2034

		1.0		5.7		6.2		6.3		3.3		3.0		2.6		2.7		2.7		2.9		2.9		3.0		3.0		3.0		75%		56%

		0.9		5.7		6.2		6.3		3.6		3.3		3.0		3.0		3.0		3.1		3.2		3.2		3.3		3.3		85%		68%

		0.8		5.7		6.2		6.3		4.0		3.6		3.4		3.4		3.4		3.5		3.5		3.6		3.6		3.6		93%		81%

		0.7		5.7		6.2		6.3		4.4		4.1		3.8		3.9		3.9		3.9		3.9		4.0		4.0		4.0		98%		91%

		0.6		5.7		6.2		6.3		4.8		4.5		4.4		4.4		4.4		4.4		4.4		4.5		4.5		4.5		100%		98%

		0.5		5.7		6.2		6.3		5.3		5.1		5.0		5.0		5.0		5.0		5.0		5.0		5.0		5.0		100%		100%

		現状の漁獲圧 ゲンジョウ ギョカクアツ		5.7		6.2		6.3		6.3		6.3		6.3		6.3		6.3		6.3		6.3		6.3		6.4		6.4		100%		100%



		β		2022		2023		2024		2025		2026		2027		2028		2029		2030		2031		2032		2033		2034

		1.0		1.6		1.7		5.8		3.1		3.1		2.6		2.7		2.6		2.7		2.7		2.8		2.7		2.7

		0.9		1.6		1.7		5.2		3.0		3.0		2.7		2.7		2.7		2.7		2.7		2.7		2.7		2.7

		0.8		1.6		1.7		4.6		3.0		2.9		2.7		2.7		2.6		2.7		2.7		2.7		2.7		2.7

		0.7		1.6		1.7		4.1		2.8		2.8		2.6		2.6		2.6		2.6		2.6		2.6		2.6		2.6

		0.6		1.6		1.7		3.5		2.7		2.6		2.5		2.5		2.5		2.5		2.5		2.5		2.5		2.5

		0.5		1.6		1.7		2.9		2.4		2.4		2.3		2.3		2.3		2.3		2.3		2.3		2.3		2.3

		現状の漁獲圧 ゲンジョウ ギョカクアツ		1.6		1.7		1.8		1.8		1.8		1.8		1.8		1.8		1.8		1.8		1.8		1.8		1.8











Sheet1

		β		10年後の目標達成確率 ネンゴ モクヒョウ タッセイ カクリツ				予測資源量の中央値
（千トン） ヨソク シゲンリョウ チュウオウチ セン				予測漁獲量の中央値
（千トン） ヨソク ギョカクリョウ チュウオウチ セン						資源量が水準を下回るリスク
（10年間に1度でも起きる確率） シゲンリョウ スイジュン シタマワ ネンカン ド オ カクリツ

				資源量が目標管理基準値案を上回る シゲンリョウ モクヒョウ カンリ キジュンチ アン ウワマワ		資源量が限界管理基準値案を上回る シゲンリョウ ゲンカイ カンリ キジュンチアン ウワマワ		5年後 ネンゴ		10年後 ネンゴ		1年目 ネンメ		2～5年目
平均 ネンメ ヘイキン		6～10年目
平均 ネンメ ヘイキン		B0.1msy		B0.2msy		B0.6msy		B0.7msy		B0.8msy		B0.9msy		Bmin

								2029年
漁期 ネン ギョキ		2034年
漁期 ネン ギョキ		2024年
漁期 ネン ギョキ		2025～2028年
漁期 ネン ギョキ		2029～2033年
漁期 ネン ギョキ

		1.0		58%		73%		2.7		3.0		5.8		2.9		2.7		0%		0%		6%		11%		19%		31%		72%

		0.9		67%		84%		3.0		3.3		5.2		2.8		2.7		0%		0%		4%		7%		11%		18%		48%

		0.8		81%		92%		3.4		3.6		4.6		2.8		2.7		0%		0%		2%		4%		5%		8%		25%

		0.7		91%		97%		3.9		4.0		4.1		2.7		2.6		0%		0%		1%		2%		2%		3%		7%

		0.6		98%		100%		4.4		4.5		3.5		2.6		2.5		0%		0%		0%		0%		0%		0%		1%

		0.5		100%		100%		5.0		5.0		2.9		2.4		2.3		0%		0%		0%		0%		0%		0%		0%



				58		73		2681.9787264297		2987.232817701		5807.1200698555		2863.4878120922		2712.7755891458

				67		83.7		3025.3625392297		3287.3206390054		5226.40806287		2845.8669438107		2687.3705176076

				81		92		3435.117499058		3603.2136462833		4645.6960558844		2794.1888769685		2657.3889483684

				91		97		3897.4915208542		4022.2966285353		4064.9840488989		2704.1071595223		2591.9635854469

				98		99.75		4420.0371180701		4495.93385175		3484.2720419133		2566.6706204758		2482.554380586

				100		100		4981.8524507838		5047.5433580661		2903.5600349278		2372.3559497451		2317.0744864528

		β		10年後の目標達成確率 ネンゴ モクヒョウ タッセイ カクリツ				中長期的な予測漁獲量の中央値
（千トン） チュウチョウキ テキ ヨソク ギョカクリョウ チュウオウチ セン		資源量が水準を下回るリスク
（10年間に1度でも起きる確率） シゲンリョウ スイジュン シタマワ ネンカン ド オ カクリツ

				資源量が目標管理基準値案を上回る シゲンリョウ モクヒョウ カンリ キジュンチ アン ウワマワ		資源量が限界管理基準値案を上回る シゲンリョウ ゲンカイ カンリ キジュンチアン ウワマワ		2028～2032年
漁期 ネン ギョキ		B0.1msy		Bmin

		1.0		58%		73%		2.7		0%		66%

		0.9		67%		84%		2.7		0%		44%

		0.8		81%		92%		2.7		0%		21%

		0.7		91%		97%		2.6		0%		6%

		0.6		98%		100%		2.5		0%		1%

		0.5		100%		100%		2.3		0%		0%





Sheet2

		β		10年後の目標達成確率 ネンゴ モクヒョウ タッセイ カクリツ				10年間に一度でも資源量が下記の水準を下回るリスク確率 ネンカン イチド シゲンリョウ カキ スイジュン シタマワ カクリツ				中長期的な予測漁獲量の中央値 チュウチョウキ テキ ヨソク ギョカクリョウ チュウオウチ

				資源量が目標管理基準値案を上回る シゲンリョウ モクヒョウ カンリ キジュンチ アン ウワマワ		資源量が限界管理基準値案を上回る シゲンリョウ ゲンカイ カンリ キジュンチアン ウワマワ		限界管理基準値案（Bmin） ゲンカイ カンリ キジュンチアン		B0.1msy		2028～2032年
漁期平均 ネン ギョキ ヘイキン

		1.0		56%		75%		66%		0%		2.7千トン セン

		0.9		68%		85%		44%		0%		2.7千トン セン

		0.8		81%		93%		21%		0%		2.7千トン セン

		0.7		91%		98%		6%		0%		2.6千トン セン

		0.6		98%		100%		1%		0%		2.5千トン

		0.5		100%		100%		0%		0%		2.3千トン

		推奨 スイショウ		50%以上 イジョウ		90%以上 イジョウ		30%未満 ミマン		―		―
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